
ICT でわかる ＋ 学習スタイルでかわる 分析ツール使用説明 

 
【ダウンロードするファイルセットの内容】 

① 学びのほうほうアンケートファイル （エクセルファイル） 
② 授業後アンケートファイル  （エクセルファイル） 
③ data01 児童個々の学習スタイルを特定するマクロファイル （マクロ付エクセルファイル） 
④ data02  deta01 から個々の学習スタイル、成績を取り込み、授業後アンケートの結果を入力する
ことで、ICTを活用した授業の工夫が、クラス全体や子どもの学習スタイル毎に、どのような効果
があるか調べるマクロファイル マクロ付エクセルファイル 
（エクセル 2000、2003用 と  エクセル 2007、2010用 の 2種類があります） 

  ※ deta01と data02は常に同じフォルダの入れておいてください。   
この４つのファイルを活用して、クラスで「学習スタイルと ICT活用」について考えてみましょう。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
A～Eの順番で作業してください。 

Ａ 学びのほうほうアンケートの実施 

学びのほうほうアンケートのフ

ァイルからアンケートをクラス

の人数分印刷をして、アンケート

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｂ ＩＣＴを活用した授業の実施 
（ＩＣＴを活用しなかった授業でも分析は可能） 

 

 

Ｃ 授業後に「授業後アンケート」を実施 
授業後アンケートファイルからアンケートを印刷し、アンケートを実施する。  
質問項目は２０問あるが、質問１～１８で最大で１０問を選択する。質問１９，２０は必須 

授業後アンケートファイルで不要質問を削除して印刷してもよい。 

 

 

Ｄ テストの実施 単元が終わった段階でテストを実施する。 
 

Ｅ  エクセルマクロを使って学習スタイルの特定と 

ＩＣＴ活用の効果を分析する 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 
エクセルを活用するにあたっての事前準備 

（１） マクロを使用するため マクロのセキュリティを最低ランクにする 
（２） アドインから分析ツールと VBA分析ツールを使用するためのチェックをいれる。 
            具体的な作業は次のページから説明 



  事前の「学習スタイル調査」ソフトと 
  事後の「分析アンケート」ソフトの利用に関する注意事項 
 
※ 両ソフトを利用するための基本設定（この設定をしないと利用できません） 
・この設定を行うと、セキュリティのレベルが低下しますので、不安のある場合は、  
 利用後、セキュリティのレベルをもとに戻しておいてください。 
  （ウイルス対策ソフトを適正に導入され、適正にパソコン及びインターネットを 

利用されている場合は、セキュリティを下げたままでも、まったく問題はあり 
ません。） 

（１） マクロを使用するため マクロのセキュリティを最低ランクにする 

    Excel2007､2010の場合 

手順 1  Excel2010はメニューバー（上部）にある 
「ファイル」をクリックして、ファイル画面を出す。   Excel2007はオフィスボタン
をクリックしてファイル画面を出す。 

手順 2 「オプション」を選択する。 
Excel2010                  Excel2007 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
手順 3 「セキュリティセンター」を選択する 

 
 



 手順 4 セキュリティセンターの設定を選択 

 
 
  手順 5 マクロの設定を選択 

 
手順 6 「アクセスを信頼する」に チェック、 「すべてのマクロを有効にする」にチェック 
そして、OKボタンをクリック 
 
 



Excel2000､2003の場合 
手順１ メニューバーの「ツール」→「マクロ」→「セキュリティ」をクリックする 

 
 
手順２ セキュリティレベルを低（L）にする   信頼できる発行元を ２つとも信頼する にする。 

 
OKをクリックする 
 
 
 
 
 
 



（２） アドインから分析ツールとVBA分析ツールを使用するためのチェックをいれる。 

Excel2007､2010の場合 

手順 1  Excel2010はメニューバー（上部）にある 
「ファイル」をクリックして、ファイル画面を出す。   Excel2007はオフィスボタン
をクリックしてファイル画面を出す。 

手順 2 「オプション」を選択する。 
Excel2010                  Excel2007 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
手順３ アドインを選択し、管理の Excelアドインから設定を選ぶ 

 
 
 
 



手順４ アドインの画面が出てくるので 
分析ツールと分析ツールーVBA にチェックを入れ
OKをクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Excel2000､2003の場合 

 
手順１ メニューバーの「ツール」→「アドイン」をクリックする 

 



アドインの画面が出てくるので 
分析ツールと分析ツールーVBA にチェ
ックを入れ OKをクリックする。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでマクロを使う条件が整いました。 



学習スタイルを分析したり、ICT活用と授業の工夫の関連を調べるため 

マクロ data01 と data02 を使ってみましょう 。 

【用意するもの】 
① クラスの子どもに実施した学びのほうほうアンケート（学習スタイル調査用紙）結果 
② 授業を行った後の単元テストなどの結果（100点満点で差が出るようなものが望ましい） 
③ 授業後のアンケート結果 
④ エクセルファイル data01 と data02 （data02_2000 もしくは data02_2010） 

Ⅰ 学習スタイルを特定する  

【用意するもの】 
① クラスの子どもに実施した学びのほうほうアンケート（学習スタイル調査用紙）結果 
② 授業を行った後の単元テストなどの結果（100点満点で差が出るようなものが望ましい） 
③ エクセルファイル data01 
（１）個々の子どもの学習スタイルの特定 
   「学びのほうほうアンケート」をもとにひとりひとり入力していきます。 

 
 
 
質問 1～9について回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問 10はマクロの優位項目に該当する。 



同じフォルダに data01と data02_2010もしくは data02_2000を入れてください。（必須） 

 
ファイル「data01」を開きます。マクロを有効にしてください。 
そうすると下記の画面になります。 
このファイルはクラスで学習スタイルのアンケート（学びのほうほうアンケート）をとった結果を一人

ひとり入力し、個々の学習スタイルを特定するマクロです。 
 ここの指示に従って入力してください。 

 

 
初期はこのシートの画面からスタートします。 
・ はじめて入力する場合  
① クラス名を入れてください。（例：６年２組） 
② 次に新規のところにカーソルを持っていき、左クリックしてください。 

 
 



 

 
・ 児童 No１の成績を入れてください。 
・ 次に質問１～３にクリックで答えてください。 
・ 右矢印キーを押して、次のページの４～６の質問、同様にしてさらに次のページの７～９の質問

にクリックで答えてください。そして、次に    
 

 
 
                  前頁に戻るにはこの矢印キーを選択 



 

アンケートに書かれた 1位から 4位までを▼キーから（１～９）を選択します。アンケートに何も書
いていない時は未入力で OKです。 

 
 
    を選択します。 
 
児童 No が２となるので、2 番目の子どもの成績を入れて、1 番目と同じように質問項目の回答を入
れていきます。 
最終の子どもの入力が終わると    ボタンをクリックして入力終了となります。



 
データを修正する場合は修正ボタンをクリックすると 
修正 No を聞いてくるので、番号を入力しクリック、OK を
クリックしてその番号の最初の画面になるので、もう一度成

績を入力し、修正箇所の質問項目のラジオボタンをクリック

して、優先項目のページまで進んで、  ボタンをクリック 
 
印刷ボタンをクリックすると  この 2つの表が印刷される。 

 

 
この表で入力に間違いないか確認する。 
 
チェックが終われば、このファイル data01 を上書きします。 



Ⅱ 学習スタイルとＩＣＴ活用の効果を分析する。 

【用意するもの】 
① 授業後アンケート結果 
② エクセルファイル data01  data02 

 
次に data01 を開いた状態で data02 を開きます。 

※ Excel2007､2010 の場合のみ下記の操作が必要です 

まず、セキュリティの警告が出るのでオプションをクリックする 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
このコンテンツを有効にする にチェックをし

て OKをクリックする 
 
 
 
 
 
 

 
継続をクリックする 
この操作で data01のデータを取り込む 
Excel2000､2003 の場合は data02 を開いたら自動的に取り込むので上記の操作は不要 

 

１）個々のアンケートを用意し、個々の結果を入力していく。 

 
 



最初の画面 Sh11でクラス名を入力し 授業後アンケートでに選択した質問項目を入力するため 
質問選択をクリックする 
 

 
 
 
 
 
 
 



児童に 授業後アンケート ファイルで選択した質問のチェック欄に１を入れる。 

  

全部入れ終わったら   をクリックする。 
 
 
新規入力をクリックして一人ひとりのデータを入れていく。 

 
 
 

必ず守ってくだ

さい 



選択した質問項目の個々の結果を入れていく 
選択していない質問項目はうすくなり回答するところは黒く塗りつぶされている。誤って入力しても結

果には反映されないのでそのままにしておく。 

 
 

 
 
 
 
 
～ 
 
 
 
 
 
 

質問１～３、４～６、７～９、１０～１２、１３～１５、１６～１８、１９～２０の回答欄にアンケー

ト結果を入力する。 
 
 
次の児童を入力するときは     をクリック、全員の入力が終わったら、   をクリックする 
 
 
 
 



 

 
 
 
最初の画面に戻るので、分析開始 をクリックすると 
 
この欄に 授業のどういう工夫が効果的であったのかの分析結果が、表示されます。 
 
 
 
ここを押して、クラス全体、学習スタイルＡ高群、Ａ低群、Ｂ高群、B低群、Ｃ高群、C低群毎での分
析結果がわかります。 
 
 
学習スタイルＡとは「学びを意味づけてから行動するのが得意なタイプ」 
学習スタイルＢとは「行動しながら学びを意味づけるのが得意なタイプ」 
学習スタイルＣとは「時間をかけて学びを意味づけるのが得意なタイプ」 
 
例えば，学習スタイルＡ高群とは「学びを意味づけてから行動する」要素が強い児童を表します。 
 
 



分析結果例 

 
 

 
 
Ｂの高群の児童については 
質問１５「プリントに書き込んでわかりやすかった」と質問１７「先生の話（授業の説明）がわかった 
が質問２０「この時間の勉強がわかった」が関連があることがわかった。 
                ↓ 
Ｂの高群の児童については、プリントでの書き込みや授業の説明が効果的であったことを示している。 
 
 
(注)各学習スタイルの高群または低群の児童数が選択した質問数より少ないときは分析できません。 
 
 
 


